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平成 28 年 6 月度 バージョンアップ項目

＜施工図システム＞

１．クレーンガーター機能の追加（柱詳細、梁詳細、原寸型紙対応）

２．エレベーター柱の原寸を追加（柱詳細、梁詳細、原寸型紙対応）

３．コア仕口組立図に仕口対角寸法を表示

４．間柱単品図をまとめて出力

５．図面読み込みに対応

６．ＩＦＣエクスポート機能の追加

７．ＣＴジョイントを材料リストに対応（ＣＴの項目追加）

８．よくある質問追加

９．斜め梁梁単品図ガセット寸法（斜め梁に火打ち梁がつくときの寸法線など）の表記を修正

１０．ブレスの“□”“Ｐ”の材料リストに対応

１１．ブレス図面をブレスフォルダに出力するよう変更

１２．柱単品図のガセット取り付け寸法表記の修正

１３．スマートダイア 2に対応

１４．スリーブのハイリングⅢに対応

＜胴縁システム＞

１．胴縁合番の固定に対応しました。

２．割付寸法線を自動でセットします。

３．胴縁部材<H>に対応しました。

４．軸組ピースの縦２列孔に対応しました。



2

＜施工図システム＞

１．クレーンガーター機能の追加

クレーンガーター機能を追加しました。クレーンガーターがある際は、階層にてクレーンガー

ターの配置の為の階層を階高はキャンティ梁の天端で設けておいてください。

伏図の中の梁配置にて、クレーンガーター用に設けた階層にて、キャンティ梁を設置します。

その後、クレーンガーターの中の設定でクレーンガーターの部材等の設定をします。

＜梁配置画面＞

＜クレーンガーター初期設定画面＞
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「設定項目」

・部材符号・・・梁部材入力で入力した中から選択してください。

・レール部材、材質・・・クレーンガーターの上に乗せるレールの部材と材質を選択してくだ

さい。

・先端からの距離・・・クレーンガーターを配置する位置を入力してください。上の参考図の

ように先端から１５ｍｍ内側に配置するときは１５と入力してください。

・木口ＰＬ厚み・・・木口ＰＬの厚みを入力してください。一番端のＰＬの厚みはクレーンガ

ーターのウェブの厚み以上のものに自動でなります。

・転び止めＰＬ厚み・・・転び止めＰＬの厚みを入力してください。

・クリア（片側）・・・クレーンガーターの切断箇所でのクリアを入力してください。

・転び止めＰＬ位置・・転び止めＰＬの位置を梁の天端からの距離で入力してください。

・振れ止めＰＬ厚・・・振れ止めＰＬの厚さを入力してください。

・端の場合・・・一番端のクレーンガーターを合わせる位置を１～３の中から選んでください。

・梁芯からの距離・・・端の場合を３（梁芯まで）にしたときに梁芯からの距離を入力してく

ださい。 梁芯のままでいいときは０を入力してください。

・高さ調整クリア・・・数値を入力すると自動でライナーＰＬの厚みを出します。

・ライナーＰＬ厚み・・・ライナーＰＬ不要の場合は０を入力してください。

〈下フランジ厚み・木口プレート〉

・継手パターン・・・クレーンガーターの下フランジのボルト孔の配置パターンを選んでくだ

さい。

・ボルト径、孔径・・・使用するボルトの径と孔の径を入力してください。

・孔列・・・孔の列数を入力してください。

・端明・・・中心から第一孔までの距離を入力してください。

・孔ピッチ・・・孔列が２以上のときピッチを入力してください。

・外ピッチ、内ピッチ・・・孔のピッチを入力してください。

・ボルト種類・・・使用するボルトの種類を選んでください。

＜出力項目＞

・木口、転止、振止、ライナーＰＬ・・・柱詳細の原寸型紙作成

・トラス・・・平面ブレスの集計

・ボルト・・・材料リストのボルト集計表

・クレーンガーター、バックガーター・・・梁詳細の梁単品図
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(1)クレーンガーターの配置にて、クレーンガーターは切断位置で分けて入力してください。二

点配置と同じように始点と終点を選択して配置してください。

(2)梁の修正はクレーンガーターも選択できます。
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(3)＜組立図出力＞にて、クレーンガーターの組立図を出力できます。

ひとつのファイルに出力する枠数を選べます。（最大３ｘ３）
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２．コア仕口組立図に対角寸法を表示

コア仕口組組立図に対角寸法を表示できるようになりました。

＜柱詳細＞―＜出力設定＞―＜対角寸法表示＞で２か３を選ぶと対応した図面に対角寸法が

表示されます。

 斜め梁の対角寸法はここでの設定とは関係なく常に表示されます。
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＜柱詳細セクション断面図＞
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３．間柱単品図をまとめて出力

＜柱詳細＞―＜図面作成＞―＜間柱図面作成＞―＜単品図設定＞－〔複数画面を１ファイル〕

にチェックを入れると、工区と階と通りが同じ間柱の図面がひとつのファイルにまとまって出

力されます。

＜柱詳細図面作成画面＞
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４.エレベーター柱の追加

(1) 間柱、耐風梁配置から＜間柱 EV 配置＞でエレベーター柱を配置します。

(2)間柱を配置する箇所が本通りではない場合(画像例：P1-5,P1-6)、＜本柱配置＞―＜ペント柱

割付線追加＞で通りを追加します。追加されたペント柱割付線に(1)同様に間柱を配置します。
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(3)＜間柱 EV 修正＞を選択後、配置した間柱をクリックし、ジョイント符号などの項目を入力し

ます。

※水勾配がかかっている場合は＜間柱上側クリア＞でＲＳＬからのクリア寸法を手動で調整を

してください。
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(4) 間柱と梁の空間(画像で赤く囲ってある箇所)をクリックするとガセットが表示されます。

(5) 追加されたエレベーター柱のガセットは＜柱詳細＞-＜原寸型紙作成＞-＜型紙確認＞にて

確認できます。
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(6) 詳細図・単品図も[柱詳細]-[図面作成]にて作成できます。また出力設定の変更も同じ画面

で行えます。
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(7)＜梁単品加工図＞―＜設定＞―＜断面タイプ＞を梁詳細に変更すると、断面図にエレベータ

ー柱が表示されます。
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５.図面読込に対応

ＤＸＦファイルから通りデータを読み込みします。

＊図面読込をする前に「初期設定」「階高設定」を実行して下さい。

＊柱または梁の入力後は通りデータの入力はできません。

（編集画面への表示の設定は変更できます）

図面読込メニュー

「図面選択」 通りデータの読込に使用するＤＸＦファイル名の入力等を行います。

「本通り入力」 本通り（全階共通）の入力を行ないます。

「斜め通り入力」斜め本通り・斜め割付線の入力を行ないます。

本通りは全階共通、割付線は全階/階毎を選択できます。

「割付線入力」 階毎に割付線の入力を行ないます。

「終了」 施工図メインメニューに戻ります。
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(1)「図面選択」

①階毎にＤＸＦファイル名の入力します。

②施工図の編集画面でＤＸＦファイルを表示できます。

表示する場合は「編集画面に表示する」にチェックをつけます。

③キープランの領域を指定します。

通りデータ入力時はこの範囲の中の直線を検索します。

編集画面に表示する範囲に使用します。

「領域を変更する」ボタンをクリック、マウスクリックで範囲を選択します。

④通りの基準となる原点を指定します。

通りデータ作成の基準になるポイントを指定します。

一番左の本通りと一番下の本通りの交点を原点とします。

「原点を変更する」ボタンをクリック、マウスクリックで直線の交点選択します。

※「直線の選択条件」に一致した直線だけが有効です。

＜図面選択の画面＞
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(2)「本通り入力」

本通り（全階共通）の入力を行ないます。

①マウスクリックで本通りの直線の選択します。

※「直線の選択条件」に一致した直線だけが有効です。

②通り名を入力します。

③「終了」ボタンをクリック時に「本通りデータを登録しますか。」と聞いてきます。

”はい”で入力した通りデータを登録します。
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(3)「斜め通り入力」

斜め本通り・斜め割付線の入力を行ないます。

本通りは全階共通、割付線は全階/階毎を選択できます。

①マウスクリックで斜め通りの直線の選択します。

※「直線の選択条件」に一致した直線だけが有効です。

②通り名・壁芯等のデータを入力します。

③「終了」ボタンをクリック時に「斜め通りデータを登録しますか。」と聞いてきます。

”はい”で入力した通りデータを登録します。
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(4)「割付線入力」

階毎に割付線の入力を行ないます。

①マウスクリックで割付線の直線の選択します。

※「直線の選択条件」に一致した直線だけが有効です。

直線を選択すると「割付線を登録しますか。」と聞いてきます。

”はい”で入力した割付線を通りデータに登録します。

②右側の通りの一覧に”割付線”と表示します。

※合計の距離は本通りだけの寸法を表示します。



21

６．ＩＦＣエクスポート機能の追加

(1)3D ビューワで 3次元表示をしてください。

(2)＜IFC エクスポート＞を選択すると案内がでますので「はい」を選択します。
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７．ＣＴジョイントを材料リストに対応（ＣＴの項目追加）

材料リストにＣＴジョイントが対応しました。

＜材料リストプレビュー画面＞
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８.よくある質問の追加

９．斜め梁の梁単品図ガセット寸法（斜め梁に火打ち梁がつくときの寸法線など）の

表記を修正

＜伏図＞

＜梁単品図＞
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１０．ブレスの“□”“Ｐ”の材料リストに対応

軸ブレスの角パイプ・パイプが材料リストの出力に対応しました。

溝型加工表で出力します。
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１１．ブレス図面をブレスフォルダに出力するよう変更

「シグマＦ１」-「施工図」-「物件」-「番号」-「ブレス」のフォルダにブレスの図面が出力

されます。

※バージョンアップ後、新規物件から有効です。
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１２．柱単品図のガセット取り付け寸法表記の修正
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１３．スマートダイア 2に対応
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１４．スリーブのハイリングⅢに対応
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＜胴縁システム＞

１．胴縁合番の固定に対応しました。

＜データ出力画面＞

「データ集計」

合番を固定できるようにしました。

・「合番の固定」を有効にして集計した場合、変更がある胴縁に枝番を付けます。

例、＜A-1＞ → ＜A-1a＞,＜A-1b＞ のようになります。

※２回目以降も変更があれば ＜A-1a＞ → ＜A-1aa＞,＜A-1ab＞ のよ

うになります。

※Ver1.2.9 以前のシグマ材料取合システムの「胴縁データ変換」を使用した

場合、枝番は付きません。チェック無しで集計して下さい。（Ver1.2.10 で対

応します）
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２．割付寸法線を自動でセットします。

「寸法線追加」

寸歩線を自動でセットした後に、寸法線を追加することができます。

上の参考図のように表中の番号を選択すると選択した寸法線が赤くなります。

その後、この寸法線に追加したい要素を表の下のボタンの胴縁、マグサ、直線の中から選択し、

図の中の要素を選択すると、寸法線が追加されます。
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３.胴縁部材<H>に対応しました。

「H-100x50」～「H-150x150」のサイズは自動でマスターに登録します。
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＜図面読込-データ変換画面＞

Ｈ鋼胴縁の変換方法

①読込設定を選択します。

②“新しい設定を使用する”を選択します。

③部材を選択します。

④実行（全体）を選択します。
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４．軸組ピース、縦２列孔に対応しました。

ピースマスターで孔列を２列で入力します。


